
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

 1 

元旦          

2 

年始休み         

3 

年始休み         

4 

保育始め 

5 6 

7 

 

8 

成人の日 

9 

 

10 

交通安全教室 

11 12 

音体研修 

（4・５歳児） 

13 

14 15 

火災訓練 

16 17 18 

歌唱指導 

19 20 

21 22 

身体測定 

23 24 25 26 27 

しあさって展 

28 29 30 31    

令和 5 年 12 月 28 日 発行 

あしきた・まちのこども園☺ 

先日、2 階に上がると I さんと Y さんがアトリエスペースで絵を描いていました。I さんとガラス越しに目が合うと、

手元のページをめくり描いた絵を私に見せてくれました。そこには様々な種類の絵具を使って人・植物・動物・園庭・・・

のような絵が。彩とりどりに描かれた絵にとても惹かれました。その時私はバタバタしていたのでガラス越しに“すて

き”と口パクで応えました。毎日、帰宅中の車の中でその日のことを振り返るようにしているんですが、そのことが思

い出され、いつもクールな I さんが表情を柔らげ見せてくれたことに対して少しでも近くで声掛けすべきだったな・・。

と反省。子どもはあっという間に大きくなりますし、子どもも大人も同じ 1 日を生きているのに、子どもが私たちに共

有してくれようとする世界は豊かな感情や言葉で彩られているのに対し、その伝えたい思いをついつい先取りしてしま

ったり、軽く返答してみたりということがたくさんあるなと感じています。毎日忙しなく動いていると寄り添ったり咄

嗟に対応できないことがあるかと思います。大人になったら人からどう思われているんだろうという感情で素直に表現

できないことがありますが子どもは素直ですよね。自分の世界観を堂々と伝えてくれます。大人になるとさまざまにカ

テゴライズしそれにとらわれがちですが、本能的に自由に表現する子どもたちにとって、仲間どうしで対話したり表現

することで、互いの違いを認め合ったり受け入れたり自分の気持ちを伝えたりできる素地をつくっていける環境にした

いなと改めて感じた日でした。 

今年は新園舎での生活が始まり新たな発見の毎日でした。来年は辰年。紆余曲折を繰り返しながらも子どもたちと共

に飛躍できる年にしたいと思います。 

 

 1 月の行事予定 

1 月生まれのおともだち 

5 日：I・T くん（3 歳） 6 日：S・H さん（6 歳） 11 日：I・H さん（１歳） 

17 日：E・A さん（２歳） 20 日：F・Y さん（３歳） 

 

おたんじょうびおめでとうございます！  


